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研究成果の概要（和文）：本研究では，多文化共生社会に適応するための非言語行動を対話エージェントに実装し，イ
ンタラクション評価実験を行った．2011年度「表情解釈の文化差」では，表情解釈の手がかりとなる顔部位の文化差を
日藩間のWeb実験で検証した．2012年度「エージェントのうなずきタイミングの文化差」では，文化によって異なるタ
イミングでうなづくエージェントを用い，文化適応した相槌の重要性を示した．2013年度の「エージェントによる文化
に特有な非言語行動」では，人間は仮想空間内のエージェントとも適切な対人距離を保つ適応行動をすること，文化に
特有な身体操作をエージェントに実装することによる親近感の持続効果を示した．

研究成果の概要（英文）：This research aims to investigate culturally adaptive non-verbal behaviors of inte
lligent virtual agents for multicultural symbiotic societies by evaluating interactions between a human an
d an agent. Our research in 2011 verified the cultural difference on facial regions used as cues to recogn
ize emotions of virtual agents. In 2012, we investigate speech duration and perception of virtual agent's 
nodding timing and frequency. The results showed the importance of adapting culturally appropriate nodding
 timing and frequency. In 2013, we investigated people's adaptive behavior of personal distance between a 
virtual avatar and effects of displaying culture-dependent self-adaptor. We have successfully conducted th
e three-year research as planned.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
グローバル化に伴い，仮想空間内のアバタ

や擬人化エージェント（以下エージェントと
記述）による文化間コミュニケーションが注
目されているが，エージェントの表情や振舞
の意味は，特に断らなくても任意の利用者間
で普遍的に共有されるものという暗黙的な
前提の下で使用されている．しかし，エージ
ェントの表情解釈には文化差が生じること
が研究代表者の先行研究において認められ
ている．エージェントとして人間の写真が使
用されることはまれであり，ほとんどはカリ
カチャーやコミック表現を使ったエージェ
ントデザインが使用されているため，グラフ
ィカルなアバタ表現そのものの文化的妥当
性を検証する必要がある．また，ジェスチャ
などの非言語行動は，文化によって表現方法
が異なることは，私たちが日常生活で経験し
ていることである． 
当研究では，エージェントの見かけ（顔つ

きや表情）および振舞の文化差を検証する．
文化を超えて普遍的に解釈されるキャラク
タデザインへの提言，文化を超えたコミュニ
ケーション支援のためのキャラクタの振舞
モデル構築の基礎研究として成果展開する
ことにより，当研究の全体構想の成果が， 
CMC 研究分野におけるコミュニケーション
ツールの開発，HAI や Intelligent Virtual Agent
研究におけるエージェントの異文化対応モ
デルとして寄与することを期待している． 
 
２． 研究の目的 

 
本研究では，人間同志のコミュニケーショ

ンにおける表情解釈や振舞の文化差を対話
エージェントに実装し，人間とエージェント
間のインタラクション評価実験を行い，人間
同士のインタラクションにおける表情解釈
や振舞の文化差や印象評価が，人間とエージ
ェント間にも適応できることを示す．その結
果，多文化共生社会に適応可能なエージェン
トの表情と振舞の設計における考慮点を提
言することを目的としている． 

 
３． 研究の方法 

 
提案する本研究においては，海外協力機関

と共同実験を実施することにより，以下の研
究課題に取り組んだ． 
(1) エージェント表情解釈の手がかりとなる
顔部位の文化間比較：平成 20-22 年度の科研
費基盤(C)研究において，日本人がデザインし
たエージェントの表情解釈の手がかりとな
る顔部位を日藩間で比較した．本研究では同
様の実験をハンガリー人がデザインした表
情を用いて日本とハンガリー間で実施した．
研究成果が異文化コミュニケーションにお
いて誤解なく理解されるエージェント表情
のデザイン例として寄与することを期待し

ている． 
(2) エージェントのうなずきの文化間比較：
複数の国で録画された対話コーパスの動画
を分析することにより，人間同志のうなずき
タイミングの文化差をエージェントに実装
した．異なる文化のうなずきタイミングを用
いたエージェントと人間の対話インタラク
ションの評価実験を行うことにより，エージ
ェントに対する印象変化や話し手の発話長
の変化などを比較した．研究成果は，対話エ
ージェントのうなずきタイミングの文化的
妥当性の重要性を示すものであると考える． 
(3) 文化に特有なエージェントの非言語行動
（対人距離，身体操作）：文化に特有な非言
語行動として，対人距離や身体操作と呼ばれ
る意図的でないメッセージ伝達動作に着目
し，これらの振舞の日本の文化的特徴を明確
にするために，文献調査および実社会でのイ
ンタラクション観察を行った．また，日本人
に特徴的な対人距離や身体操作をエージェ
ントに実装し，人間とエージェント間のイン
タラクション上の効果を分析した． 
 
４． 研究成果 

 
本研究では，多文化共生社会に適応するた

めの非言語行動を対話エージェントに実装
し，人間とのインタラクション評価実験を行
った．2011 年度「表情解釈の文化差」では，
表情解釈の手がかりとなる顔部位の文化差
を日藩間の Web 実験で検証した．2012 年度
「エージェントのうなずきタイミングの文
化差」では，文化によって異なるタイミング
でうなずきを行うエージェントを用い，文化
適応したうなずきの重要性を示した．2013 年
度の「エージェントによる文化に特有な非言
語行動」では，人間は仮想空間内のエージェ
ントとも適切な対人距離を保つ適応行動を
すること，文化に特有な身体操作をエージェ
ントに実装することで，エージェントへの親
近感が持続することが示された．上記 3 年間
の研究を通して，予定通り研究計画を完遂す
ることができた．以下に研究成果を具体的に
述べる． 

 
(1) エージェント表情解釈の手がかりとなる
顔部位の文化間比較 
平成 23 年度は，ハンガリー人がデザイン

したエージェント表情（図１）を用いて，エ
ージェントの表情解釈の手がかりとなる顔
部位の文化差を，日本-ハンガリー間の Web
実験で検証した．本実験は，21-22 年度科研
費基盤(C)の交付を受けて実施した実験の継
続実験である．21－22 年度の実験結果により，
日本人はエージェント表情の目元を，ハンガ
リー人は口元の形を主な手がかりとして表
情判断していることが示された．23 年度の実
験では，ハンガリー人がデザインしたエージ
ェント表情を用い，日本，ハンガリー間で表
情解釈における手がかりとなる顔部位を比



較した． 
その結果，図２に示す通り，先行実験と同

様に，ハンガリー人がデザインしたエージェ
ント表情解釈においても，日本人はエージェ
ント表情の目元を，ハンガリー人は口元の形
を主な手がかりとして表情判断しているこ
とが確認できた．このことから，対話エージ
ェントに表情を実装する際に，日本人には目
元の表現を中心に，ハンガリー人には口元の
表現を中心にデザインすると効果的である
と考えられる．また，本研究結果は，表情の
実装がより困難なロボットにおいても，効果
的かつ最低限の表情を実装するために活用
可能であると考える． 
「エージェント表情解釈の手がかりとな

る顔部位の文化間比較研究」の成果発表とし
て，図書（英語 Book Chapter）1 篇，雑誌論
文（to appear: 英語）1 篇，学会発表（国際会
議）1 件，学会発表（国内会議）1 件を行っ
た． 

 
 
 
 

 
図１．表情解釈に用いられる顔部位の文化
差比較実験に用いられたエージェント表情 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２．日本人とハンガリー人のエージェント

の表情解釈の比較 

(2) エージェントのうなずきの文化間比較 
平成 24 年度は，任意のタイミングでうな

ずき動作をコントロール可能なネコ型対話
エージェントを用い，うなずきタイミングの
文化的差異による対話エージェントと人間
間のインタラクション評価実験を行った．具
体的には以下の手順で実験を実施した． 
①うなずきタイミングに関する言語学研究
の文献調査を行い，日本と米国のうなずきタ
イミングを数値化した． 
②任意のタイミングでうなずき動作を行う
対話エージェントを開発した（図３） 
③日本人実験参加者に対して，Wizard Of OZ
法を用いた実験を行った．実験内容は，日本
人および米国人タイミングでうなずき動作
を行う対話エージェントとの対話の印象を
実験参加者が評価し，発話長を計測するもの
である． 
④実験の結果，日本人と同じタイミングと頻

度でうなずき動作を行うエージェントとの
対話は，米国人のタイミングでうなずくエー
ジェント，および全くうなずかないエージェ
ントとの対話より，発話長が長くなり，発話
者のストレスが軽減され，エージェントに対
する親近感が向上することが示された．以上
より，対話エージェントに文化適応したうな
ずきを実装することの重要性を示すことが
できた． 
 「エージェントのうなずきの文化間比較」
の成果発表として，雑誌論文（日本語）1 篇，
学会発表（国際会議）1 件，学会発表（国内
会議）1 件を行った． 

図３．日米のうなずきタイミングと頻度でう

なずく対話エージェント 

 
(3) 日本人に特有の対人距離，身体操作を実
装した対話エージェントの開発とインタラ
クション評価 
①日本人に特有なエージェントとの対人距  
離 
日本人に特有なエージェントと人間の対

人距離の研究にあたり，3D 仮想空間上で任
意に立ち位置を操作できるエージェントを
用いた初期実験システムを開発した．この実
験システムを用い，異なる対人距離を保とう
とするエージェントに対する，実験参加者の
対人距離の調整行動を計測した（図４)．その
結果，現実世界にいる人間が，自分の快適な
対人距離と異なる対人距離を保とうとする
3D 仮想空間上のエージェントに対して，前
後移動を繰り返す調整行動を取ることが確
認された．また，自分の対人距離と同じ距離
を保つエージェントとのインタラクション
は，それ以外の距離を保とうとするエージェ
ントとのインタラクションよりも，ストレス
が少なく，エージェントに対する印象が向上
することが示された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図４．対話エージェントとの対人距離実験 



 
このことから，人間は仮想空間上のエージ

ェントにも身体性を持ちつづけること，また
仮想空間上のエージェントにも適切な対人
距離を保つ機能を実装することの重要性を
示すことができたと考える．今後の研究で，
多文化の対人距離を調査し，異文化で特徴的
な対人距離をエージェントに実装すること
で，対人距離の異文化体験ができるシステム
に応用できると期待している． 
「日本人に特有なエージェントとの対人

距離研究」の成果発表として，学会発表（国
際学会）1 件，学会発表（国内学会）4 件を
行った． 

 
②日本人に特有な身体操作を実装したエー
ジェント 
 対話エージェントへの親しみと見かけの
人間らしさを向上させる目的で，日本人に特
有に多くみられる身体操作（メッセージ性を
持たないジェスチャであり，自分で自分の体
に触れる動作）を対話エージェントに実装し，
日本人とのインタラクションにおける持続
的効果を検証した．実験に先立ち，日本人同
士の会話のビデオ分析を行い，特徴的な身体
操作 3 種を洗い出し，対話エージェントの振
舞として実装した．このエージェントと継続
的な対話実験を行った結果，身体操作を行う
エージェントとの対話はエージェントへの
親近感の低下を抑制する効果があることが
示された． 
このことから，長期的なインタラクション

が求められる対話エージェントに身体操作
を実装することで，飽きを軽減することがで
きると期待される．また，身体操作の内容は
文化依存すること，身体操作を公的に表示す
ることの許容度は文化によって異なること
から，今後，多文化に特徴的な身体操作を洗
い出し，エージェントに実装することで，身
体操作の文化適応の重要性を示していく予
定である． 
「日本人に特有な身体操作を実装したエ

ージェント研究」の成果発表として，雑誌論
文（日本語）1 篇，学会発表（国際会議）2
件，学会発表（国内会議）1 件を行った． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図５．身体操作を行う対話エージェント 

 
2014 年度以降も，「多文化共生社会に寄与

するエージェントの非言語行動研究」として，
うなずきの頻度やタイミング，対人距離，身

体操作等の文化差のある非言語行動を対話
エージェントに実装し，人間とのインタラク
ション評価を通じて，エージェントの振舞等
のノンバーバル行動の文化適応の重要性を
示す研究を続行する予定である． 
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